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フリースタイル・法哲学





第一回　正義論の構想メモ


１．法価値の定義

人間の最高の実践法則は、人間は目的自体として存在するという原理である。この原理を、正義に当てはめると、正義は平等を意味するから、人間の目的自体としての平等を帰結することになる。人間の「目的自体」という言葉は、「尊厳」と定義できるから、正義とは、人間の尊厳の平等を意味する。

２．法的拘束力と法規範の正義要求

法的拘束力の本質は、法価値であり、人間の尊厳の平等である。すなわち、法価値は、あらゆる法規範の妥当根拠であり、法体系の紐帯である。どのような個別の法規範も、法価値の観点から説明可能でなければならず、正義に適合するという正義要求をもつ。

現実においては、法規範の正義要求への審査が問われる。法的拘束力の有無の判断である。それには、実質的・手続的正義によって基礎づけられた、法規範の成立要件が問題となる。その場合、実定法と司法制度のような実施機関が必要となることは、言うまでもない。

３．公共的正当化

公共的正当化は、実体的規範であると同時に、手続的規範でもある。法規範の正義要求とは、法規範の妥当根拠に「公共的理由」をもつことを意味し、公共的理由に基づく規範的主張、すなわち、「公共的正当化」を意味している。

他方、公共的正当化は、法価値という目的に対して、手段としての価値も有している。法の定立においては、自他の視点の対等性を承認し、相互の対話によって、「公共的理由」を同定し、具体的な実定法規範の定立に結実させることが求められる。

ここでは、公共的正当化は、手続的正義として機能している。たとえば、国際法においては、形式的法源の基礎には、公共的正当化の理念が妥当し、その観点に立ち、慣習国際法の二要件論や、条約の成立要件、さらには国際法における原理の機能を、理解する必要がある。

ここでは、大国の力学が働くこと自体を批判する必要はない。法学徒は、「公共的理由」に基づき、法規範の成立要件を適用すればよいのである。

４．法的制裁の求める平等

国際法における対抗措置や、刑法における刑罰のように、制裁においては、制裁の対象となる国家や個人にとっても、積極的な意義がなければならない。一方的な正義というのは、形容矛盾である。

正義が人間の尊厳の平等であるからこそ、法的制裁は、制裁の対象を責任の主体と捉え、毀損された正義の関係を修復・回復することを求めるものでなければならない。

国際法においては、対抗措置の要件や、国際刑事法の要件が、「公共的理由」に基づき妥当している点に、法的制裁に対する規範上の制約がある。

５．人間中心主義の責任性

人間の尊厳の平等は、人間中心主義の表明である。それは、宇宙や地球の環境、命、または将来の世代に対する責任の自覚でなければならない。その意味では、環境問題も、開発問題も、アニマルウェルフェアも、人間の尊厳の問題である。

そして、この人間の尊厳の平等こそが、公共的正当化の基礎であり、「公共的理由」を同定する前提である。人間同士の相互的な主体性から、「公共的理由」を議論し、地球規模の共通課題に向き合うことが、人間の責任によって、求められている。

公共的正当化にとっては、動物の権利を持ち出さずとも、動物に対する人間の責任を、「公共的理由」の観点から、相互に話し合えばいいのである。




第二回　法的拘束力の識別


１．法的拘束力の識別基準

法的拘束力は、法規範の有効性を意味し、あらゆる法規範が備えるべき特質である。法的拘束力の認識には、法規範の成立要件と実質的価値としての法価値という二段階の審査が必要である。

法規範の成立要件は、法と非法を識別する基準であり、国際法においては、形式的法源を指すだろう。すなわち、慣習国際法の二要件論や条約の成立要件である。

しかし、法規範の成立要件という用語が示唆するように、それ自体が法規範として解釈・適用を要する。法規範の成立要件の法的拘束力が問題となるのであって、その基礎は実質的価値としての法価値でなければならない。

そうなると、法規範の成立要件を満たしたことは、法規範の成立にとって十分条件ではなく、必要条件であり、それに加えて、法価値を著しく侵害しないことが要件となるだろう。

なお、法秩序の実質的価値の源泉となるのは、「人間の尊厳の平等」という法価値であり、国際法における強行規範などの、実質的価値を基礎づけている。

２．法的拘束力と法の実効性

法の実効性とは、法が事実において遵守されているか、という事実の問題である。法的拘束力は、規範の問題であり、事実の問題である法の実効性によって基礎づけられることはしない。

しかし、およそ実効性を欠く法秩序は、法の優先課題である法的安定性を与えることができないのであって、法秩序の実効性は、法秩序が法的拘束力を備えるための、規範上の条件となると考えられる。

その場合、法は実効的であるがゆえに法的拘束力をもつのではなく、実効的であることによって法的安定性を与えうるがゆえに、法的拘束力をもつのである。

法秩序の全体としての実効性と、個別の法規範の実効性は区別しなければならない。法秩序の法的拘束力を条件づけるのは、前者である。

法秩序の実効性は、権力の存在を前提し、権力は実定法の「実定性」の源泉となるだろう。また、実定法の成立要件の認識には、法秩序を尊重する人びとの「内的視点」に立つ必要を伴う。

その際、誰の「内的視点」かを問うことは不毛である。「内的視点」とは、具体的実定法秩序の妥当根拠への視座と定義すればよい。





第三回　積極的平和主義について


１．日本国憲法と国連憲章

日本国憲法前文には、「われらは、平和を維持し、専制と隷従、圧迫と偏狭を地上から永遠に除去しようと努めている国際社会において、名誉ある地位を占めたいと思う」と規定しており、そこには、単に戦争がないという意味での消極的平和ではなく、全ての人が圧制や人権侵害、貧困などから解放される積極的平和が追求されている。（松井　2011, p. 287）

この点で、日本国憲法は、国連憲章と思想的基盤を共有しており、国連憲章においても、国際の平和と安全を維持することを第一の目的とした上で、人民の同権及び自決の原則の尊重、経済的・社会的・文化的または人道的性質の国際問題の解決、全ての者の人権及び基本的自由の尊重などが、国際連合の目的として明記されている。

２．人間の安全保障と全世界の平和的生存権

とりわけ、日本国憲法前文における平和的生存権の確認は、現代的な意義が大きい。それによれば、「われらは、全世界の国民が、ひとしく恐怖と欠乏から免かれ、平和のうちに生存する権利を有することを確認する」と規定されている。

この規定は、その後日本外交の柱となる人間の安全保障を先取りするものである。人間の安全保障の二大目標は、紛争からの自由と欠乏からの自由である。それは、日本国憲法前文の「恐怖と欠乏から免かれ」という文言と思想的に共鳴している。

３．積極的平和主義と消極的平和

積極的平和主義は、戦争がないという消極的平和を決して軽視するものではない。国連の第一の目的が、国際の平和と安全の維持にあるように、積極的平和主義は、消極的平和を優先課題とする。

むしろ、積極的平和主義は、消極的平和の実現手段としての意味も有するのである。それは、現代の国家の安全保障が、領土の防衛のためにミサイルを作るなどの軍備拡大のみによっては、決して実現しうるものではなく、社会的不公正などの紛争の原因を除去しようとする人間の安全保障のような考え方の実践によって、補完されることを要することを意味する。

４．政治道徳の普遍性

日本国憲法前文には、「政治道徳の法則は、普遍的なもの」であるという規定がある。「いずれの国家も、自国のことのみに専念して他国を無視してはならないのであって」、普遍的な政治道徳に従うことは、「自国の主権を維持し、他国と対等関係に立とうとする各国の責務である」と結んでいる。

すなわち、政治道徳の規範的条件として、普遍妥当性が考えられており、そこには、人民の同権および自決の原則の尊重、人権および基本的自由の尊重などが、国際関係の基礎になければ、積極的平和はもちろん、消極的平和さえも実現しえないという、第二次世界大戦の反省があるのである。

５．結びにかえて

理想ではなく、現実を見る。それは手段の目的化である。現実の中に理想を見出さなければならない。批判的精神は、理想を否定するためではなく、価値の源泉を保つために必要である。国家の政策に哲学は不要であるという認識は、完全に誤りである。

松井芳郎（2011）『第３版国際法から世界を見る』、東信堂





第四回　人権と民主主義


１．人権と民主主義の関係性

人権と民主主義の関係は、前者が目的であり、後者がそのための手段であるという関係にある。人権にも民主主義にもそれ自体で正当性があり、その正当性の基礎は同一である。「人間の尊厳の平等」である。

人権とは、人間であることを理由に保有される権利である。民主主義は、誰が人権を定めるのか、という問題視座を有するが、それは人権の本質ではなく、むしろ実定法秩序の「法源論」の問題である。

われわれには、所与としての人権の歴史・規範・制度がある。人権の本質は、その内容的正当性にあり、批判的精神をもって、既存の人権規範の妥当性を吟味・理解し、一市民として人権に対し、どのような態度をとるべきかをまず問うべきである。

２．民主主義の正当性

民主的手続の正当性は、「公共的理由」に基づく合意の形成にある。それは、人民の平等な配慮と尊敬を受ける権利を、合意形成の前提とし、人権の保障を、合意形成の規範上の制約とすることを要する。

人権は、民主主義において、多数者の専制を防止し、マイノリティの権利を確保するだけではなく、民主的合意の正当性の必要条件として機能するものである。

ルソーにおける「一般意志」の本質は、民主的合意が「公共的理由」に基づく点にあり、直接民主制も間接民主制も、もし人権規範を欠くなら、自己の利益に自閉する「特殊利益」やその総計にすぎない「全体意志」が、マジョリティを占める危険を生む。

３．立憲民主主義とは

ハーバーマスは人権保障と民主主義は「同根的」と考えた。それはつまり、人権保障が民主主義の対話の前提をなし、民主主義の対話が人権を定めるというのだろう。しかし、民主主義の対話が人権を定めるというのは、人権保障の一面しか捉えていない。

人権の本質は人権の普遍性にある。それは、「人間の尊厳の平等」を意味する。民主的手続は国家意思の形成手続でもあり、憲法の保障する「国家からの自由」を侵害できず、「国家による自由」を実現しなければならない。

立憲主義は、「人間の尊厳の平等」を核心とする権利保障と権力分立を不可欠の要素とする。現代民主主義は、未完の近代プロジェクトの中で位置づけられなければならず、人権と民主主義は不可分なのである。





第五回　ジョン・ロールズとの対話


１．「無知のヴェール」の再構成

自分が社会的勝者になるか敗者になるか分からない状態を作ることで、「自分に都合の良いルール」を排除する。各人は、自由で平等な主体の立場に立った上で、生まれ持った才能、家庭環境、社会的階層、あるいは運といった偶然的な要素を配慮し、「人間の尊厳の平等」の具体的意味として、探求できる。

２．「共通の資産」という考え方

自然の資質や社会的出発点の違いは、「共通の資産」として捉えられうる。これは、優れた才能や恵まれた環境を持って生まれた人は、その才能を使って得た成果や利益を、社会の共同事業者である各人の共通資産として還元しなければならいという考え方である。

３．全員が等しく自由であること

全員が等しく自由であることは、言論の自由や投票権、身体の自由といった自由権のみではない。自由の実質化には、社会権も不可欠であり、自由権と社会権は相互補完の関係にある。最不遇者への焦点を絞った格差原理を議論する前に、自由権は社会権を前提し、社会権は自由権を前提することを認めなければならない。

４．格差原理の意義の再考

格差原理の機能は、共通の資産をどう社会全体に還元させていくかという観点から、再チャレンジを保障し、自己のもつ可能性を追求するための社会的セーフティネットであるべきと考える。

最不遇者にも、自由権と社会権の保障は必須であり、その上で、共通の資産を享受する権利を有するとともに、自分自身の可能性に再チャレンジすることを保障するような社会であってほしいものである。







第六回　未来に対する責任について




１．責任の自覚とはなにか

責任とは、自分が与えた影響に対して、誠実に向き合い、自分自身に答えを与え続けることである。それは、過去の重みを背負うことではなく、過去を振り返った上で、未来に向けてどう行動し、選択していくべきかということに対し、答えを与え続けることである。

２．アニマルウェルフェアにおける人間の責任

権利能力のない動物に、権利を帰し、アニマルウェルフェアを議論することは、ともすれば独善に陥るかもしれない。価値を議論し、規範を定立し、責任を負うことができる唯一の主体は人間である。公共性に開かれた、人間が負うべき責任の議論がなければならない。

３．他者に対する責任

この考え方によれば、他者に対する責任とは、他者に対して影響を与える存在として、他者を自らと同じく未来を選択する主体として承認し、これからどのような関係を築き、どう共存していくのか、という未来の行動を選択し続けることを意味する。

責任と義務は明確に区別しなければならない。義務は拘束するものであるのに対し、責任は引き受けるものである。刑罰や損害賠償という法的な拘束は、違反者と被害者または国との間の毀損された正義を回復するために、課せられるものである。

４．結語

自分たちの与え続けた影響に対して、人間はどのような答えを自分自身に与え、与え続けていくのか。未来に対する責任が問われている。





第七回　人権の本質について


１．最高の実践根拠の形式と内容

人権を基礎づける最高の実践根拠は、人間の尊厳の平等を内容とし、普遍性の形式を保持する。人間の尊厳の平等は、あらゆる人間を目的自体として尊重し、それゆえに、あらゆる人間の対等な主体性を尊重する。したがって、誰も客体として扱うことなく、普遍的に妥当する形式を備えなければならない。

２．具体的権利と普遍化可能性の関係性

では、女性の権利のような具体的な権利は、人権の普遍的形式とどのような関係に立つのだろうか。

思うに、あらゆる実質的平等は、平等な権利に基礎をおく。女性の権利も、人間の尊厳と権利における平等に基づいて主張されるものであって、その普遍妥当性は、女性の権利の根拠となっている平等の権利にさかのぼって検証されなければならない。

３．形式的平等と実質的平等の意義

形式的平等の意義は、実質的平等が基づくべき平等の権利を定立・明確化することにある。しかし、形式的平等は、実際の社会における格差や不平等を放置したまま適用されるなら、人権の精神に反するだろう。

そこで、必要となってくるのが、実質的平等である。実質的平等は、平等の権利に基づき、実際の社会における格差や不平等を是正するために、人びとの扱いに正当な区別を設ける。

それが、人権の具体的権利・弱者の保護であり、国際人権法が、世界人権宣言や人権規約において、まず平等の権利を宣言・規定し、具体的な人権条約において、女性の権利、子どもの権利、障がい者の権利など、具体的権利の採択へと進んだことを説明するものである。
















「すごさシリーズ」





〔すごさシリーズ〕　上杉鷹山公


１．愛に基づく正義観の実践

上杉鷹山公は、藩政の基礎に、倹約・公平・清潔を置いていました。その根底にある正義観は、次の言葉に表れています。

「受けつぎて、国の司の身となれば、忘るまじきは、民の父母」

鷹山公にとっての民は、領内のすべての人民を意味していました。すなわち、厳しい身分制社会にあっても、一人ひとりを大切にし、「人間の尊厳の平等」を重んじる、正義観を抱いていたのだと思います。

２．人民の公僕

鷹山公は、惨状を極めた藩の財政難を再建するため、率先して質素倹約を貫き、自ら範を示す方でした。私利私欲を捨てて、人びとの共通の課題に向き合う姿勢には、何万両もの計り知れない最高の価値があることを、身をもって体現されたのだと思います。

謙信公から続く上杉家の格式は、正義と愛を行うことにあります。鷹山公は、藩の財政難にあって、なにが今の正義かを問い続け、学問を奨励して実践した人民の公僕だったのだと思います。

３．なせばなる、なさねばならぬ、なにごとも

この言葉は、鷹山公の歩んだ軌跡を振り返って詠んだ言葉だったのではないかと思います。挫折を経験しても、再び立ち上がり、自らを鼓舞して挑んだ藩政改革が、実を結ぶ。

鷹山公の生き方それ自体が、現代の私たちを鼓舞するものとして、この言葉とともに、人びとの心に刻まれているのだと思います。







〔すごさシリーズ〕　マザーテレサ


ぼくが敬愛するマザーテレサ。とても真似ができるものではありませんし、ぼくの生き方とはかけ離れてもいます。しかし、そのすごさについて、思いつくことを文章にしてみたいと思います。

１．一人ひとりと向き合う

まず、マザーテレサは、一人ひとりの人間と向き合う人でした。誰かと向き合ってるとき、マザーテレサにとっては、その人が世界の全てでした。そのような個人の尊重は、なかなか実践できるものではありません。

マザーテレサは、愛することは傷つくこと、といいました。一人ひとりと向き合うことによって、マザーテレサ自身、傷つくことがあったのかもしれません。それでも人を愛せたのは、マザーテレサが毎日、神様に向かって、愛する心を授かるようにと、祈っていたからではないでしょうか。

２．謙虚は聖性のはじまり

マザーテレサは、謙虚は聖性のはじまりともいいました。マザーテレサのほほえみは、謙虚の現れであったのではないかと思います。自分には功績のようなものはない、とマザーテレサならいうでしょう。マザーテレサは自分自身を神様のえんぴつと信じていたのですから。

謙虚は聖性のはじまりとはどういうことでしょうか。キリストはもっとも偉い人間について語っていますが、マザーテレサのいう聖性と関係があるのかもしれません。つまり、みんなに仕えるということが、もっとも偉いということであり、謙虚さを求めているように思います。

３．宗教的寛容

マザーテレサは、決して宗教を押し付けませんでした。仏教徒はよりよき仏教徒に。ヒンドゥー教徒はよりよきヒンドゥー教徒に。人びとが神様の愛に抱かれて、よりよき人間となるならば、私たちはそれで満足します、とマザーテレサはいったのです。

マザーテレサのような人が存在した事実は、私たち人間が誇っていいことだと思います。マザーテレサのようになることが、道だとは思いません。道はそれぞれにあります。ただ、自分の内にも、マザーテレサのような人物を敬愛する心があることを知るだけで十分だと思います。





〔すごさシリーズ〕　中村哲


１．

中村先生は、われわれの生きた軌跡が、何らかの暖かさを残し、人としての温もりと真実を伝えることが、大切なんだと、自らの生き方によって教えてくれたのだと思います。

２．

爆弾や武器では、決して平和は築けない。命を大切にすることが、なにより大切なのだと思います。それは、自分だけの命でなく、他人の命も大切にする、ということなのだと思います。

３．

中村先生の用水路開拓は、自然を支配するのではなく、自然と共生する大切さを教えてくれます。人間も自然の一部。それを忘れてはいけないのだと思います。

４．

また、中村先生は、自然から恵みを授かる知恵と工夫は、必ずしも最新の技術に頼ることばかりではなく、伝統的な技術と人びとの協力が、選択肢となりうることを教えてくれます。

５．

なぜお医者さんが用水路を拓くのですか。なぜアフガニスタンなのですか。こういった質問に対して、中村先生は、人が道ばたで倒れていたら手をさし伸べる、それは当たり前のことです、と答えました。

６．

中村先生はいいました。「平和とは、理念ではなく、現実の力なのだ。」
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